
＜実施内容＞

＜記録写真＞

山形県内企業バスツアー フィールドトリップ ビジネスマナー講座

＜参加者からのコメント＞
譚　敬師さん（中国）/tan jingshi メラニー　アリソンさん（ぺルー）/Melanie Alison

実施期間 ２０１７年９月～２０１８年１月

団体名 山形県国際交流人材育成推進協議会

事業名 留学生の能力を活用した地域社会の国際化推進事業

場　　　所
留学生のための山形県内企業バスツアー：山形県内
留学生のための県内企業インターンシップ：山形県内企業
留学生のためのビジネスマナー講座：山形大学小白川キャンパス

参加者数
外国人留学生 その他外国人 日本人学生 地域住民 スタッフ 大学関係者 来場者等 合計

70 0 0 0 1 21 0 ９２名

①平成２９年９月２７日（水）に、第１回留学生のための県内企業バスツアーを開催しました。県内企業へ
の就職を希望する学生、日本企業について学びたい学生など、１７名の留学生が参加しました。山形県内
の４社を訪問し、企業の概要説明に加えて施設・工場見学を行い、商品ができるまでの工程等のご説明を
お聞きました。参加した学生は積極的に質疑応答し、企業について学びました。
②平成２９年１０月１６日（月）～１０月２７日（金）の期間に、３名の留学生が県内企業でインターンシップを
行いました。参加学生は、普段経験することの難しい日本企業での働き方を体験し、日本での就職活動に
ついて意欲を高めました。
③平成２９年１０月２８日（土）に、「山形の山を知るフィールドトリップ」を行いました。羽黒山への登山、精
進料理の体験、農家を訪問し仕事を体験するなど、山形の豊かな自然にふれる1日となりました。
④平成２９年１２月２６日（火）に、第２回留学生のための県内企業バスツアーを開催しました。
ツアーには２４名の留学生が参加し、山形県内の４社を訪問しました。企業の概要説明に加えて施設・工
場見学を行い、商品ができるまでの工程と各種技術等について説明をいただきました。
④平成３０年１月１０日（水）、山形大学小白川キャンパスにおいて、「留学生のためのビジネスマナー講
座」を開催し、１８名の留学生が参加しました。言葉づかいや姿勢等のビジネスマナーについて学びまし
た。また、県内の地域による言葉の違いにも触れ、山形県の文化への理解も深めました。

今回のバスツアーを通じ、企業文化や理念などは自
分がこの会社に合うかどうかのは判断理由となるこ
とがわかりました。大手企業ではなくてもいいし、自
分はその企業に貢献できるのか、その会社で自分
の能力を高めていけるのかがポイントになります。
今後の就職活動は企業説明会や企業見学などを積
極に参加するつもりです。

バスツアーを通じ、日本企業が何を求めているか理
解することができました。業務と大学で学んだことが
直接関係せずとも、一番大切なことは企業で学びた
いという意欲と全力を尽くすことだと感じました。ま
た、企業では海外事業拡大のため積極的に外国人
を雇用しており、外国人雇用者にも大変親切です。
これまでは日本で就職することは難しいのではと感
じていましたが、今回の訪問で就職の可能性を見出
すことができました。
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